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ウエストナイルウイルスについて

 
 
1999年 8月にニューヨークにて西半球では
初めてウエストナイルウイルス (WNV) に
脳炎の患者が発見され 1)、8月から 9月に
けて 59名の入院患者が発生し、そのうち
名が死亡しました 2)。1999～2001年に全
で報告された患者数は計 149名程度でした
2002年には現在までに 3,389名を超える
者と 201名を超える死亡が報告され、急速
流行が拡大しました 3)。アフリカを中心に東
球でのみ見られたWNVが大陸をまたいで
国東海岸に出現し、米国内各地で流行を始

たことは注目すべきであり、日本にもWNV
上陸する可能性について注意が必要です。

のような背景から 2002年 11月 1日より、
エストナイル熱（ウエストナイル脳炎を含む

感染症予防法の 4類感染症（全数把握対
に追加されています 4)。 
 
注：（2005年 5月 14日付記） 
2003年以降も米国において流行が継続し
います。詳細は CDCまたは国立感染症研
所感染症情報センターの関連サイトを参照

さい。 
CDC関連サイト 
国立感染症研究所感染症情報センター関連

サイト 
 
WNV とは 
 
WNVはフラビウイルス科フラビウイルス属
分類されるウエストナイル熱およびウエスト

イル脳炎の病因ウイルスです。感染しうる宿

にはヒト、ウマ、トリが知られています。WN
は 1937年に北ウガンダの西ナイル地方で
めに発見され、アフリカ、中近東、西アジア
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ヨーロッパ、オーストラリアに広がり、最近では

ルーマニアやロシア、イスラエルで大流行が起

きています。国内での感染症例の報告はまだ

ありません。自然界において、WNVは蚊－ト
リ－蚊の伝播経路によって維持されており、ヒ

トへの主な感染経路はウイルスを保有してい

る蚊に刺されることによります 5)。 
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なお、同じく蚊を媒介動物（ベクター）とするフ

ラビウイルスである日本脳炎ウイルスは、ワク

チン接種の普及した日本ではほとんど流行が

見られなくなりましたが、東アジアから南アジア

にかけては今も大規模な流行が続いています。 
 
ウエストナイル熱と脳炎 
 
WNVに感染しても約 80％は不顕性感染であ
り症状を発しないで自然治癒しますが、約

20％は 2～14日（通常は 2～6日）の潜伏期
間を経てウエストナイル熱の症状を呈します。

臨床症状は非特異的な風邪様症状であり、主

に突然の発熱 (39℃以上)、頭痛、筋肉痛、時
に消化器症状や湿疹も現れます。これらの症

状は通常 1週間以内で治癒しますが、その後
倦怠感が残ることもあります。感染者の 1％未
満が重篤な症状を呈するウエストナイル脳炎

になり、この脳炎は特に高齢者で多く見られま

す。致死率は脳炎症例で 4～14%との報告が
あります。脳炎の症状は主に精神状態の変化、

嘔吐、昏睡、呼吸不全などであり、ギラン・バレ

症候群による急性弛緩性麻痺を生じた症例も

あります。治療は特別な方法がなく、現在は対

症療法のみとのことです 5)6)。 
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病院におけるWNVの伝播予防策 WNVの感染経路 
  
WNVは血液を媒介として伝播する可能性が
ありますが、日常的に標準予防策が実施され

ている場合には、感染症例を受け入れる場合

であっても特別な措置や消毒を追加する必要

は無いと思われます。接触・飛沫・空気感染は

報告されていません。これまでに報告されてい

る穿刺による伝播は感染動物の脳の剖検中

のことであり、病棟での針刺し事故による伝播

はまだ報告されていません。 

WNVはもっぱら蚊によって媒介され、通常、ヒ
トからヒトへの 2次感染は発生しませんが、輸
血による伝播 7)、子宮内母子感染 8)、感染動
物解剖中の穿刺事故感染 9)が報告されてお
り、また臓器移植 10)、母乳 11)による伝播の
疑いも報告されています。 
 
2002年 8月 28日～10月 26日の間、CDC
は輸血が関係してWNVに感染した可能性の
ある 47人の患者の報告を受けました。そのう
ちの 14人について感染伝播は否定されまし
たが、残りの 33人は感染伝播の疑いがあり、
そのうち、同じドナーから得られた血液製剤を

輸血した複数の患者においてウエストナイル

髄膜脳炎が発生したことやドナーの血液から

WNV に特異的な抗体が検出されたことにより、
少なくとも 6人の患者が輸血によって感染した
ことが判明しています。これに基づき FDAは
WNVの血液を介した感染伝播リスクを最小
限にするために、献血事業者向けのガイダン

スを公表しました。このガイダンスはWNVに
感染している、または感染の疑いがあるドナー

における献血の延期（治癒から 14日間以上、
かつ発症から 28日間以上）や献血後 2週間
以内にドナーが発熱を伴う風邪様症状を発症

した場合の措置などが記載されています 12)。 

WNV はエンベロープを有するウイルスであり、
消毒薬に対してあまり強い抵抗性を示すとは

推測されません。しかし、具体的な知見が存在

するわけではなく、消毒が必要な場合には念

のため B型肝炎ウイルスなどの血中ウイルス
と同等の消毒法を適用することが適切と思わ

れます。 
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市井におけるWNVの感染予防 
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